
２０２２年度（第４期）事業報告 

 自 2022 年 1 月 1 日 

 至 2022 年 12 月 31 日 

１．会員数 

（2022 年 12 月 31 日現在） 

団体会員（14 社)

個人会員（39 名)

２．会議 

（１） 総 会：１回（リアルとオンラインの併用）

日 時：２０２２年３月１１日 

場 所： 書面総会 

議 題 第１号議案 ２０２１年度（第３期）事業報告承認の件 

第２号議案 ２０２１年度（第３期）収支決算報告承認の件 

第３号議案 監査報告書に関する件（第３期） 

第４号議案 ２０２２年度（第４期）事業計画（案）承認の件 

第５号議案 ２０２２年度（第４期）収支予算（案）承認の件 

（２）運営委員会

開催できませんでした。

３．事業概要 

（１）過年度のシンガポールからの招聘者との交流会

 過年度の招聘事業で北海道を訪問した当時高校生の皆さんとの交流会（オンライン）を開催し、継続

的な交流関係の構築を図る予定でしたが、開催できませんでした。 

（２）セミナーとトークセッションの開催

 最近のシンガポールの状況やシンガポールの文化などを知ることを目的に、２０２２年３月１１日

開催の総会に併せて、以下のようなセミナーとトークセッションを開催しました。 

・話題提供

「Singlish in use 実用シングリッシュ講座入門編」 

大森園代表 大森 由美子さん 



 

 

 ・トークセッション 

テーマ：「シンガポールの今」 

         出演者 和泉 晶裕さん（司会） 

木本 晃さん 

西村 理佐さん（シンガポールからオンライン参加） 

原 文宏さん 

 

 

【大森さんの話題提供】 

 

【シンガポールと結んでのトークセッション】 

 

（３）「シンガポール日本語スピーチコンテスト２０２２」への参加について 

 「シンガポール日本語スピーチコンテスト２０２２」は、７月１７日（日）に昨年同様にコンテスト

の様子をウェビナーで配信する形で開催されましたので、会員に参加方法をお知らせし、関心にある

方にご参加いただきました。 

 北海道シンガポール友好協会は、本コンテストの協賛団体となっている。通常はコンテスト入賞者

（高校の部）から３名程度を北海道へ招聘する事業を副賞として協賛していたが、招聘事業が実施で

きなかったことから、本年度はファイナリスト２０名全員に、記念品として北海道の御菓子を贈呈し

ました。贈呈は、現地の日本人会にお願いしました。 

 

【日本語スピーチコンテスト表彰式】 【参加者への記念品（柳月）】 



 

 

 ２０２２年の各部の入賞者は、次の通りです。 

 

 

 

また、７月「シンガポール日本語スピーチコンテストを見る会＆交流会」を以下のような日程で開催

し、録画を見ながらの、会員相互の交流を行いました。 

  「シンガポール日本語スピーチコンテストを見る会＆交流会 

開催日時：令和 4 年 12 月月 7 日（金曜日） 

        ・シンガポール日本スピーチコンテストを見る会 

・交流会 

 

【日本語スピーチコンテストを見る会】 

 

【参加者で記念撮影】 

 

 

 



 

 

（４）シンガポール日本語スピーチコンテスト２０２２入賞者招聘事業 

 入賞者招聘事業（ホームステイプログラム）については、COVID-19 感染状況や出入国管理の条件等

の問題もあり、シンガポール日本語スピーチコンテスト実行委員会の判断から、実施しないこととな

りました。 

 

（５）シンガポールへの交流ツアーの企画実施 

 シンガポール及び日本の COVID-19 感染状況、出入国管理の条件や、シンガポール日本語スピーチコ

ンテストにリアルに参加できないことになったため、北海道からシンガポールへの交流ツアーを企画

できませんでした。 

 

（６）ホームページの充実 

 ホームページの充実を図る予定でありましたが、事務局のマンパワー不足もあり、掲載内容を整理

する段階で、公開にはいたっていない状況であり、２０２３年６月ぐらいに公開する予定で準備を行

っています。 

 

（７）その他 

 ２０２２年度は、事業計画の中止・変更が多く、予定の活動ができない状況となったため、会費の収

集を行いませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




